
東アジアのローカルな経験をグローバルに発信し共有する新たな挑戦

【主催】 富山大学（『東アジア「共生」学創成の学際的融合研究』プロジェクト）
　　　 http://www.asia-kyosei-ut.jp/ceaks/
【後援】 富山県，北日本新聞社，北日本放送

〈問合せ〉 富山大学極東地域研究センター内　CEAKS事務局
　　　　 Tel：076-445-6440，Fax：076-445-6520，e-mail：info@asia.kyousei-ut.jp

富山大学
『東アジア「共生」学創成の学際的融合研究プロジェクト』

2011年12月10日（土）・11日（日）
会場／富山国際会議場

会場／サンシップとやま

■基調講演
　ワイデル T. N 氏（英国ブルネル大学心理学教授）
　趙　洪仲 氏（韓国全南大学東アジア研究所長）

■講演
　初瀬　龍平（京都女子大学法学部客員教授）
　品川　裕香（教育ジャーナリスト）
　是永　かな子（高知大学教育研究部准教授）

第1日目

第2日目

第2回 国際シンポジウム

『アジアにおける
 社会的弱者との真の共生を目指して』
― 医療・福祉・教育の連携と提言 ―
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10日会場
富山国際会議場

11日会場
サンシップとやま

参加費無料
事前登録不要全体セッション

分科会

10日 9:45～17:25

11日 10:00～15:00



　社会への完全参加と平等を地域共同で展開するための地球規模のキャンペーン「アジア太平洋障害
者の新〈十年〉（第二次十年）」は2012年に最終年度を迎えます。この間、生活環境は目まぐるしい変転を
遂げ、医療・福祉・教育の各分野でも、障害の解析・治療法の技術革新が急速に進んでいます。本シンポジ
ウムではこれまでの医療・福祉・教育各領域の研究成果を統合し、技術面の問題にとどまらず「“富山大学”
発、社会的弱者との真の共生を実現するための提言」を発信します。さらに新しい〈10年〉後のアジア社会
のありようを変える方策を皆様とともに考えていきたいと思います。多数のご参加をお待ちしております。

第2回 国際シンポジウム

『アジアにおける社会的弱者との真の共生を目指して』
―医療・福祉・教育の連携と提言―

開催趣旨

ワイデル タエコ・N・（WYDEL, Taeko N.）氏
英国ブルネル大学心理学教授（博士・心理学）、認知・脳科学研究センター・ディレクター。2000～
2003年にEU招聘科学者としてフィンランド工科大学でMEG（脳磁図）研究に従事。「異言語間
の普遍性と特異性」をテーマに、行動科学・神経科学的手法で欧米のアルファベット言語や日本
語・中国語など非アルファベット言語の読みの過程について、モノリンガル、バイリンガル、健常成人、
子供、ディスレクシアを持つ成人・子供などを対象に、国際的に著名な数多くの研究を手がけている。

趙　洪仲（CHO, Hongjoong）氏
韓国全南大学東アジア研究所長（博士・教育学）、アジア子ども支
援学会長、アジア障害社会学会理事など。肢体不自由児の教育や
福祉に関する研究を中心に、韓国のみならず日本、中国などアジア
を舞台に広く研究を手がけている。

佐藤 幸男
富山大学CEAKS代表

開会挨拶／遠藤　俊郎（富山大学学長）………………………… 9：45
◆基調講演
講演（1）………………………………………………… 10：00～12：00
「発達性障害－ディスレクシア－との共生
　（Living with Developmetal Dyslexia）」
講　　師／ワイデル T. N.（英国ブルネル大学教授）
司　　会／宇野　彰（筑波大学人間系障害科学域准教授）
　　　　　川崎　聡大（富山大学人間発達科学部教授）

◇休憩（昼食） ………………………………………… 12：00～13：00
講演（2）………………………………………………… 13：00～15：00
「韓国における特殊教育の現状と支援制度
　　　　　　　　　　－東アジアにおける比較と示唆－」
講　　師／趙　洪仲（全南大学東アジア研究所長）
司　　会／水内　豊和（富山大学人間発達科学部准教授）

◇休憩 ………………………………………………… 15：00～15：15
◆全体討論 …………………………………………… 15：15～17：15
「医療・福祉・教育の連携と提言」
総　　括／品川　由香（教育ジャーナリスト）
パネリスト／伊藤　智樹（人文学部准教授）
　　　　　志賀　文哉（富山大学人間発達科学部准教授）
　　　　　講演者ほか登壇者全員
司　　会／川崎　聡大（富山大学教授）
　　　　　水内　豊和（富山大学准教授）

閉会挨拶／佐藤　幸男（CEAKS代表、富山大学教授）

◆講演 ………………………………………………… 10：00～11：30
「実質的インクルーシブ社会を実現するために、
　　　　　　　　　　　　　  今こそ必要なことは何か」
品川　由香（教育ジャーナリスト）

◇休憩（昼食） ………………………………………… 11：30～13：00
◆討論 ………………………………………………… 13：00～15：00
「学習障害や自閉性障害、言語発達遅滞の今
　　　　　～発達障害との共生実現に向けた10の提言」
話題提供者／片桐　正敏（富山大学大学院医学薬学研究部特命助教）
　　　　　　大伴　潔（東京学芸大学教育実践研究支援センター教授）
　　　　　　宇野　彰（筑波大学准教授）
　　　　　　大井　学（大阪大学・金沢大学・浜松医科大学連合小児発達学研究科教授）
討　論　者／ワイデル T. N.（英国ブルネル大学教授）
司　　　会／川崎　聡大（富山大学教授）

◆講演 ………………………………………………… 10：00～11：30
「福祉国家スウェーデンにおける「共生」の実相と日本に対する示唆」
是永　かな子（高知大学教育研究部准教授）

◇休憩（昼食）…………………………………………… 11：30～13：00
◆討論 ………………………………………………… 13：00～15：00
「高等教育における障害との共生課題」
話題提供者／趙　洪仲（全南大学東アジア研究所長）
　　　　　　武居　渡（金沢大学人間社会研究域学校教育系准教授）
　　　　　　吉永　崇史（富山大学学生支援センター特命准教授）
　　　　　　守井　清吾（富山大学大学院生命融合科学教育部博士課程）
討　論　者／是永　かな子（高知大学准教授）
司　　　会／水内　豊和（富山大学准教授）

◆講演 ………………………………………………… 10：00～11：30
「『内なる国際化』と多文化主義」
初瀬　龍平（京都女子大学法学部客員教授）

◇休憩（昼食） ………………………………………… 11：30～13：00
◆討論 ………………………………………………… 13：00～15：00
「多文化共生と地域社会」
話題提供者／村山　麻美（富山県国際・日本海政策課課長補佐）
　　　　　　青木　由香（アレッセ高岡代表）
討　論　者／初瀬　龍平（京都女子大学客員教授）
　　　　　　小倉　利丸（富山大学経済学部教授）
司　　　会／志賀　文哉（富山大学准教授）

日時／12月10日（土） 9:45～17:30 （開場 9:15）
会場／富山国際会議場　多目的会議室（2階）

日時／12月11日（日） 10:00～15:00 （開場 9:30）
会場／サンシップとやま　福祉ホール（1階）、研修室（6階）

【連絡先】
富山大学極東地域研究センター内
『東アジア「共生」学創成の学際的融合研究』（CEAKS）事務局
〒930-8555 富山県富山市五福田3190 富山大学 五福キャンパス 経済学部4階
TEL 075－445-6440　FAX 076-445-6520
●お申し込み／不要　●参加費／無料　●使用言語／日本語

＊ 2日間で会場が変わりますので、ご留意ください。

第1日目

基調講演者プロフィール 第2日目

分科会Ａ　　　　　　　　　　　　　会場：福祉ホール

分科会Ｂ　　　　　　　　　　　　　会場：研修室601

分科会Ｃ　　　　　　　　　　　　　会場：研修室602，603


